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弘
経
寺
だ
よ
り 

上
棟
式
開
催
さ
る 

去
る
六
月
三
日
、
弘
経
寺
本
堂
上
棟
式
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
大
本
山
増
上
寺
の
古
橋

執
事
、
前
田
執
事
に
よ
る
道
場
洒
水･
散
華

の
後
、
楠
美
知
仁
弘
経
寺
新
住
職
御
導
師
の

も
と
上
棟
式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
社
寺
建
築

研
究
所
（
設
計
士
）
代
表
取
締
役･

東
進
様
、

金
剛
組
代
表
取
締
役･

小
川
完
二
様
、
同
東

京
支
店
長･

大
久
保
克
朗
様
に
続
い
て
、
工

事
関
係
者
、
弘
経
寺
総
代･

世
話
人
が
、
上

棟
を
無
事
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を

捧
げ
、
竣
工
ま
で
の
工
事
の
安
全
を
願
っ
て
、

阿
弥
陀
如
来
の
御
宝
前
に
て
お
焼
香
を
手

向
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
社
寺
建
築
研
究
所
、
金
剛
組
、

羽
馬
組
（
宮
大
工
）
に
よ
る
工
匠
式
が
始
ま

り
、
博
士
杭
打
の
儀
、
丈
量
の
儀
、
曳
綱
の

儀
、
棟
打
の
儀
、
鳴
弦
の
儀
、
散
銭･

散
餅

の
儀
な
ど
古
式
に
則
っ
た
伝
統
儀
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。 

伝
統
装
束
を
身
に
纏
っ
た
職
人
方
に
よ

る
由
緒
あ
る
弘
経
寺
本
堂
の
上
棟
で
し
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
荘
厳
な
工
匠
の
儀

式
は
、
上
棟
式
の
た
め
に
集
ま
っ
た
二
百
人

も
の
参
拝
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

式
後
、
楠
美
新
住
職
よ
り
故
江
口
定
信
前

執
事
長
へ
の
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
故

江
口
上
人
の
遺
志
を
継
い
で
、
今
後
も
弘
経

寺
檀
家
の
皆
さ
ん
と
共
に
本
堂
改
修
事
業

を
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
を
工
事
関
係
者
、
世
話

人
と
共
に
お
誓
い
し
ま
し
た
。 

こ
の
上
棟
の
好
日
を
無
事
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
弘
経
寺

を
大
切
に
想
っ
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か

げ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
竣

工
に
向
け
て
気
を
引
き
締
め
な
お
し
て
、
本

堂
改
修
事
業
に
皆
様
と
共
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 本
堂
改
修
工
事
ニ
ュ
ー
ス 

上
棟
式
が
終
わ
り
、
改
修
工
事
も
最
終
工

程
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
職
人
さ

ん
が
屋
根
と
内
部
に
分
か
れ
て
、
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
屋
根
は
妻
部
分
を
軒
付
け
し
た

り
、
箕
甲
を
組
ん
だ
り
、
箱
棟
を
付
け
た
り

す
る
作
業
が
行
わ
れ
、
内
部
は
主
に
内
陣
と

裏
堂
の
床
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。竣
工
に

向
け
て
改
修
工
事
の
よ
り
安
全
且
つ
円
滑

な
進
捗
の
た
め
に
、
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
十
九
年
五
月
ま
で
に 

四
九
、
一
二
七
、
六
〇
五
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

弘
経
寺
陶
芸
教
室 

  

七
月
よ
り
弘
経
寺
に
て
陶
芸
教
室
を
始

め
ま
す
。
教
室
は
弘
経
寺
書
院
裏
の
「
弘
経

寺
陶
房
」
で
す
。
実
施
要
綱
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。 

·  

受
講
者
数･

･
･

五
人
～
十
五
人 

·  

受
講
（
制
作
）
日
時･･

･

午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
二
時
間
（
曜
日
不
問
） 

·  

制
作
す
る
作
品･

･
･

マ
グ
カ
ッ
プ 

·  
受
講
料
（
制
作
費
）･･

･

作
品
一
つ
に
つ

き
二
、
〇
〇
〇
円
（
受
講
料
、
材
料
費
、

焼
成
代
込
み
） 

·  

受
講
日
（
制
作
日
）･･

･

電
話
か
メ
ー
ル

に
て
受
付
（
応
相
談
） 

·  

講
師･

･
･

弘
経
寺 
金
田
主
管 

受
講
ご
希
望
の
方
は
電
話
か
メ
ー
ル
に

て
受
付
し
ま
す
。
そ
の
際
に
受
講
人
数
と
受

講
希
望
日
時
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。そ
の
他
、

ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

弘
経
寺
陶
房
連
絡
先 

·  

℡ 
 0
2
9
7
-
2
4
-
0
8
9
5
 

·  

ﾒｰﾙ g
u
g
y
o
j
i
@
s
t
a
r
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

  

清
掃
当
番 

先
月
二
十
七
日
に
大
口
、
庄
右
衛
門
新

田
、
大
口
新
田
地
区
の
皆
様
に
境
内
を
き

れ
い
に
清
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
月
の
境
内
清
掃
日
は
七
月
八
日(

日)

で
す
。
当
番
は
飯
沼
一
班
～
三
班
で
す
。

当
日
は
午
前
八
時
集
合
で
雨
天
の
場
合

は
室
内
の
清
掃
を
お
願
い
し
た
く
存
じ

ま
す
。
当
番
地
区
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
が
極

楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
月
五
日 

石
塚 

勇 

殿 

六
七
歳 


